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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,285世帯（＋2）

2,858（－10）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和4年11月１日現在）

男：１，369（－4）
女：１，489（－6）

世帯
人口

12月の税金・保険料

［納期限］ 12月 26日（月）

国民健康保険税（普通徴収）（第４期）
介護保険料（普通徴収）（第４期）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）（第３期）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）

　この時期の若桜の紅葉
は本当に綺麗です。コロナ
禍で県外に行きづらいな
か、ちょっと旅行に行けた
気分にしてくれる景色です。
雨のおかげで色が澄んで今
の時期の紅葉が1番です
ね。

（川上　祥平さん）

みんなのフォトリレー
 第21回
みんなのフォトリレー
 第21回

お気に入り紅葉スポット、若桜神社お気に入り紅葉スポット、若桜神社

わかさこども園
幼年消防クラブ
わかさこども園
幼年消防クラブ

2022年
12 月号

主な内容
02  		つくろう ! マイナンバーカード !!
03  		わかさ氷ノ山スキー場開き
	 軽自動車税の新制度
	 「軽 JNKS（ジェンクス）」について
05  		住民税非課税世帯等に対する緊急支援給付金について
06  		地域整備課からのお知らせ



　

10
月
末
ま
で
に
、
５
割
の
町
民
の
方
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
が
完
了
し
ま
し
た
！

�　

政
府
は
、
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
に
ほ
ぼ
全
て
の
国
民
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
行
き
渡
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率
に
応
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
交
付
金
や
地
方
交
付
税
の
交
付
額
に
反
映
す
る
こ
と
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
カ
ー

ド
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

メ
リ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
！

若
桜
町
で
は
、
こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
！

【
対
応
日
時
（
12
月
）】

・
平　
　

日
：
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
火
曜
日
は
窓
口
を
延
長
17
時
15
分
～
19
時
ま
で
）

・
休
日
受
付
：
12
月
3
日
（
土
）
９
時
～
12
時
ま
で

　
　
　
　
　
　

12
月
18
日
（
日
）
13
時
～
16
時
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い
て

担
当
課
：
町
民
課　
（
82
）２
２
３
３

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

・
申
請
書
類
の
記
入

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
申
請
サ
ポ
ー
ト

・
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
を
無
料
で
撮
影

・
ご
自
宅
か
ら
役
場
ま
で
の
往
復
送
迎

　

�

（
た
だ
し
、
土
日
を
含
ま
な
い
3
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
。

土
日
祝
日
の
送
迎
は
行
い
ま
せ
ん
）

（
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
）

・�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
（
申
請
書
が
な
い
場
合
は
、
役

場
ま
た
は
池
田
郵
便
局
で
受
付
し
ま
す
）

・�

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
あ
り
1
点　

顔
写
真
な
し
2
点
）

　

※�

顔
写
真
あ
り
：�

運
転
免
許
証
・
旅
券
・
在
留
カ
ー
ド
等
）

　

※�

顔
写
真
な
し
：�

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
社
員
証
・
学
生

証
等
）

●�

11
月
21
日
（
月
）
よ
り
、
池
田
郵
便
局
で
申
請
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

平
日
9
時
～
17
時
ま
で

●�

12
月
5
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
役
場
職
員
が
集

落
に
出
向
い
て
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
（
詳
し
く
は
、
広
報

12
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

●�
役
場
か
ら
「
交
付
通
知
書
」
（
は
が
き
）
が
届
き
ま
し
た
ら
、

必
要
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

�

毎
週
火
曜
日
の
窓
口
延
長
や
休
日
開
庁
（
た
だ
し
、
イ
ベ
ン
ト

出
張
対
応
日
は
除
く
）
で
も
受
け
取
り
が
可
能
で
す
。

（
カ
ー
ド
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の
）

・
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

・
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
又
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

・�

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
あ
り
1
点　

顔
写
真
な
し
2
点
）

　

※
顔
写
真
あ
り
：�

運
転
免
許
証
・
旅
券
・
在
留
カ
ー
ド
等
）

　

※
顔
写
真
な
し
：�

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
社
員
証
・
学
生

証
等
）

つ
く
ろ
う
！

❶　
本
人
確
認
書
類
に
な
る

❷　
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
る

　
　
（
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
住
民
票
・
印
鑑
証
明
が
発
行
可
能
）

❸　
健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る

❹　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る　
　
等

将
来
的
に
は

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
カ
ー
ド
機
能
搭
載

　
（
２
０
２
２
年
度
中
／
予
定
）

　

運
転
免
許
証
・
電
子
処
方
箋
と
一
体
化

　
（
２
０
２
４
年
度
中
／
予
定
）

　
11
月
21
日
（
月
）
よ
り
、

池
田
郵
便
局
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
受

付
を
開
始
し
ま
し
た
！

NEW
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
に
つ
い
て

担
当
課
：
企
画
政
策
課　
（
82
）２
２
３
１

●�

最
大
２
０
，０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が

も
ら
え
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元
事
業

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
付
与
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア

プ
リ
）
を
使
っ
た
サ
ポ
ー
ト

・
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
サ
ポ
ー
ト

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
）

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
+
数
字
４
桁
の
暗

証
番
号

・�

通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
（
公
金
受
取
口
座
を
登

録
す
る
場
合
）

・�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
紐
付
け
先
と
な
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
裁
の
カ
ー
ド
等

●�

池
田
郵
便
局
で
は
、
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
」
付
与
の
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
限
に
つ
い
て

●
令
和
5
年
2
月
28
日
ま
で
延
長

　

�

（
た
だ
し
、
令
和
4
年
12
月
31
日
ま
で
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
!!!!
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令
和
５
年
か
ら
の
軽
自
動
車
税
の
新
制
度

令
和
５
年
か
ら
の
軽
自
動
車
税
の
新
制
度

「
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

「
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
ジ
ェ
ン
ク
ス
）

（
ジ
ェ
ン
ク
ス
）」に
つ
い
て

」に
つ
い
て

　

令
和
５
年
１
月
よ
り
、
軽
自
動
車
税
に
係
る
新
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

車
検
に
用
い
る
納
税
証
明
書
が
原
則
不
要
に
な
る
な
ど
、
手
続
き
が
便
利
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇�

軽
自
動
車
税
の
納
付
方
法
に

よ
っ
て
は
、
納
付
情
報
が
軽

Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
る
ま

で
相
応
の
日
数
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
車
検
を
お

急
ぎ
の
場
合
は
、
早
め
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇�

軽
自
動
車
税
を
納
付
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ

Ｓ
に
納
付
情
報
が
登
録
さ

れ
て
い
な
い
場
合
や
、
転
入

直
後
で
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
へ
の
登

録
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
な

ど
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に
関
す
る

ご
質
問
は
、
若
桜
町
役
場
税

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
４　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
４

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

軽 JNKS（軽自動車税納付確認システム）

わ
か
さ
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
開
き

お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
７　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
７

　

わ
か
さ
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
開
き
を
左

記
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
リ
フ
ト
と
駐
車
場
が
無
料

開
放
さ
れ
る
ほ
か
、
若
桜
氷
ノ
山
樹
氷

太
鼓
の
会
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ス
キ
ー
場
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、

今
年
の
初
滑
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※�

雪
不
足
の
場
合
も
ス
キ
ー
場
開
き
は

行
い
ま
す
が
、
リ
フ
ト
の
運
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▲�昨年のスキー場開きの様子

　日　時　　12 月17 日（土）９時～
　場　所　　樹氷スノーピアゲレンデ
　内　容　
　９時～
　　オープニングセレモニー
　　・神事、玉串奉納
　　・テープカット
　　・若桜氷ノ山樹氷太鼓の会による演舞
　　・プラカード滑走
　　・宝探し（餅まき、みかんまき）
　　リフト運行開始※セレモニー終了後
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▲▲上川町長から記念品を受け取る金坂さん上川町長から記念品を受け取る金坂さん

ご
長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　　

1010
月
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
金
坂
さ
だ
さ
ん（
若

月
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
金
坂
さ
だ
さ
ん（
若

葉
団
地
）
に
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
長
年

葉
団
地
）
に
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
長
年

に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
、
町
か
ら
長
寿
祝
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

感
謝
し
、
町
か
ら
長
寿
祝
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
た
。

　

金
坂
さ
ん
は
ご
自
宅
で
元
気
に
生
活
さ
れ
て
い
る
よ

　

金
坂
さ
ん
は
ご
自
宅
で
元
気
に
生
活
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
、
上
川
町
長
と
も
ハ
キ
ハ
キ
と
お
話
し
に
な
ら
れ

う
で
、
上
川
町
長
と
も
ハ
キ
ハ
キ
と
お
話
し
に
な
ら
れ

る
な
ど
と
て
も
若
々
し
い
ご
様
子
で
し
た
。

る
な
ど
と
て
も
若
々
し
い
ご
様
子
で
し
た
。

　

金
坂
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

　

金
坂
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

��

（
福
祉
保
健
課
）

（
福
祉
保
健
課
）

第
74
回
人
権
週
間

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

こ
の
度
、
若
桜
町
か
ら
３
名
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
守
り
、
ま
た
、
人
権
が
大
切
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
活
動
す
る
民
間
の
方
々
で
す
。

　

現
在
、
約
１
４
，０
０
０
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、
法
務

局
と
連
携
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌

年
の
昭
和
24
年
か
ら
、
毎
年
12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
人
権
週
間
中
に
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
横

断
幕
の
設
置
や
行
政
、
企
業
に
お
け
る
人
権
バ
ッ
ジ
の
着
用
等
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

德田　考  さん

福山　薫 さん

森田眞由美 さん
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固
定
資
産
税
の
土
地
・
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
土
地
・
家
屋
の

異
動
届
出
は
お
忘
れ
な
く

異
動
届
出
は
お
忘
れ
な
く

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

緊
急
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

緊
急
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ　
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
２　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
２

　

土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
土
地
や
家
屋
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

所
有
者
や
現
況
地
目
の
変
更
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
等
に
は
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏

ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
）
に
対
し
て
緊
急
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
土　
地 

■ 

土
地
の
所
有
者
の
変
更

　

�　

土
地
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

や
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合
は
、
法
務

局
へ
所
有
権
の
移
転
の
登
記
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■ 

土
地
の
現
況
地
目
の
変
更

　

�　

現
況
地
目
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

税
務
課
へ
地
目
変
更
届
出
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

住
宅
用
地
に
対
す
る
軽
減
措
置
は
、
住
宅
を

取
り
壊
さ
れ
る
と
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

店
舗
・
倉
庫
な
ど
を
改
築
し
て
住
宅
用
に
用

途
を
変
更
し
た
場
合
は
、
住
宅
用
地
に
対
す

る
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
誤
っ
た
課
税
や

軽
減
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家　
屋 

■ 

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合

　

�　

税
務
課
へ
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
法

務
局
へ
所
有
権
の
保
存
の
登
記
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■  

家
屋
の
取
り
壊
し
や
所
有
者
を
変
更
し

た
場
合

　

 

登
記
済
家
屋

　
　

�

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
法
務

局
へ
建
物
の
滅
失
の
登
記
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

�

所
有
権
を
変
更
し
た
場
合
は
、
法
務

局
へ
所
有
権
の
移
転
の
登
記
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

 

未
登
記
家
屋

　
　

�

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
税
務

課
へ
家
屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

�

所
有
権
を
変
更
し
た
場
合
は
、
税
務

課
へ
未
登
記
家
屋
異
動
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
お
け
る
、

新
築
、
増
改
築
、
取
り
壊
し
は
事
前
に

許
可
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
経
済
産

業
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
支
給
対
象
者　

① 

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

　

�　

基
準
日
（
令
和
4
年
9
月

30
日
）
時
点
で
若
桜
町
に
住

民
票
の
あ
る
方
で
、
世
帯
全

員
の
令
和
4
年
度
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯
。

② 

家
計
急
変
世
帯

　

�　

①
に
該
当
し
な
い
世
帯

の
う
ち
、
令
和
4
年
1
月
以

降
、
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変

し
た
こ
と
で
収
入
が
減
少

し
、
①
の
世
帯
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

世
帯
。

　
給
付
額　

　

1
世
帯
あ
た
り
5
万
円

　

※�

①
、
②
の
重
複
受
給
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
受
給
方
法　

◆ 

①
に
該
当
す
る
世
帯

　
�　

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、

12
月
中
頃
ま
で
に
申
請
書

類
（「
支
給
要
件
確
認
書
」）

を
送
付
し
ま
す
。

　

�

申
請
受
付
期
限

　

�「
支
給
要
件
確
認
書
」
の
発

行
日
か
ら
3
か
月
後

◆ 

②
に
該
当
す
る
世
帯

　

�　

申
請
が
必
要
で
す
。
支
給

要
件
に
該
当
さ
れ
申
請
さ

れ
る
方
は
、
申
請
書
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
福
祉
保
健
課
窓
口
に
て

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

�

申
請
受
付
期
限

　

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

お
問
い
合
わ
せ　
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
４　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
４
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水
道
管
は
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
り
ま
す
と
凍
結
・
破
裂
の
可

能
性
が
非
常
に
高
く
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

宅
内
の
蛇
口
や
宅
内
廻
り
の
散
水
栓
等
は
、個
人
の
所
有
物
で
あ
る
た
め
、

破
損
し
て
し
ま
う
と
所
有
者
が
修
理
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

け
で
な
く
、
何
よ
り
不
便
が
生
じ
ま
す
。

　

給
水
装
置
は
、
個
人
の
所
有
物
に
な
り
ま
す
の
で
自
己
の
管
理
に
よ
る
防

寒
が
必
要
で
す
。

地
域
整
備
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

除雪作業にご協力ください
　積雪時にスムーズな除雪作業が行えるよう、ご協力をお願いします。
○道路上に車や物は絶対に置かない
　�路上に車や物などが放置してあると、除雪作業の妨げになります。
○住宅前の除雪・集落道の除雪は各関係者でお願いします
　�機械除雪作業により、住宅や集落道などの出入口に雪がたまることがあります
が、各戸、各関係者での除雪をお願いします。

○散水施設（消雪パイプ）の運転管理にご協力を
　�町道の散水施設は河川や道路側溝・用水路から取水しているため、水路に雪や
ゴミを流されますと、故障の原因になります。施設沿線の水路に雪やゴミを流
さないようご理解とご協力をお願いします。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
整
備
課

お
問
い
合
わ
せ　
　
☎（
82
）２
２
３
９　
　

　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
９

▪ 

水
道
管
の
凍
結
防
止
の
方
法

　

冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
は
、
蛇
口
か

ら
水
を
は
し
一
本
く
ら
い
ま
で
の
太

さ
で
出
し
て
お
く
と
凍
結
の
防
止
に

有
効
で
す
。

※�

凍
結
防
止
用
と
し
て
出
さ
れ
る
水

の
料
金
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
の
で
、
必

要
以
上
に
出
し
過
ぎ

な
い
よ
う
節
水
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▪ 

露
出
し
て
い
る
水
道
管
の
防
寒
方
法

　

屋
外
の
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や

蛇
口
に
は
、
市
販
の
保
温
材
や
電
気
式

の
凍
結
防
止
帯
を
巻
く
と
効
果
的
で

す
。

※�

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
保
温
材
や

凍
結
防
止
帯
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

▪ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
防
寒
方
法

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
保
温
材

を
入
れ
て
外
の
空
気
が
侵
入
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
も
の
を
小
袋
な
ど
に
詰
め
る

と
メ
ー
タ
ー
保
温
材
の
代
わ
り
に
利

用
で
き
ま
す
。

・�

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
５
ｃｍ
四
方
に
し

た
も
の

・�

梱
包
用
の
緩
衝
材
を
適
当
な
大
き
さ

に
切
る
か
、
丸
め
込
ん
だ
も
の

・�

そ
の
他
断
熱
性
の
あ
る
材
料
（
吸
湿

性
の
あ
る
も
の
を
除
く
）
な
ど

▪ 

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

蛇
口
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
タ
オ

ル
等
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

熱
湯
を
か
け
た
り
、
凍
っ
た
状
態

で
無
理
に
栓
を
ひ
ね
っ
た
り
す
る

と
パ
ッ
キ
ン
や
蛇
口
な
ど
を
破
損

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
る
た
め
に

0606広報わかさ2022年12月号広報わかさ2022年12月号



高
騰
す
る
肥
料
費
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す

　

化
学
肥
料
の
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
農
家
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
高

騰
し
て
い
る
肥
料
の
購
入
費
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
支
援
の
詳

細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

支援の対象者 ①農産物を販売されている農業者
②化学肥料の低減に向けた取り組みを行う農業者

支援の対象とな
る肥料 令和４年６月から令和５年２月に注文または購入したもの

支援の内容 前年度から増加した肥料の購入費について、そのうちの９割
を支援金として交付（負担割合：国７割、県１割、町１割）

申請に必要なもの

①交付申請書（振込先がわかるものをご持参ください）
②�化学肥料低減計画書（化学肥料の低減に向けた取組に取り
組む旨の計画書）
③�注文票（※ホームセンター等で購入した場合は購入肥料一
覧表を添付）
④請求書または領収書

化学肥料低減の
取組で用意して
いただくこと

①化学肥料の低減に向けた取組は
　２項目以上が必須です
　（例：生育診断による施肥設計、
　堆肥の利用、有機質肥料の利用�等）
②取組を行う作物とその作付面積
③取組実施の根拠書類等の保管・提出
④取組の実施状況報告等の提出
（詳細は、12月６日の説明会または JA若桜支店にお問い合わ
せください）

スケジュール
（早めの相談・
書類の準備をお
願いします）

①�令和４年 12月～令和５年２月末：農業者からの申請（秋肥
と春肥で書類の準備を別々にしてください）
②令和５年３月末：農業者への支援金の交付
③令和５年度中：化学肥料低減の取組の中間報告
④令和６年度：化学肥料低減の取組（２年間）の実施状況報告

申請書類提出先
（お問い合わせ先）

経済産業課　　　　　　　☎ 82-2236　IP ☎ 9-82-2236
JA 鳥取いなば若桜支店　☎ 82-1311
※�２月頃に申請・相談の期間を設けます。詳細は 12月６日の
説明会または IP 告知端末等でお知らせします

ご不明な点があれば、経済産業課または
ＪＡ鳥取いなば若桜支店までお問い合わせ下さい。

支援事業に関する説明会
日時：令和４年１２月６日（火）午後３時～
会場：ＪＡ鳥取いなば若桜支店２階　研修室
※申請書を配布する予定です

申請時、化学肥料
低減計画書の記入
に必要な項目

化学肥料低減の取組
実施後に提出してい
ただくもの

｝
｝
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▶�ＳＬ転車台
　回転体験

◀�若桜学園校長室
で記念品贈呈

▲参加者全員で記念撮影

▲多くの方が若桜町の特産品を買い求めていました

▲�ＳＬトロッコ列車

▲�サツマイモ収穫の様子

若
桜
鉄
道
㈱
は
開
業
35
周
年

を
迎
え
ま
し
た

「
小
船
共
生
の
里
」
で
秋
の

収
穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
！

郵
便
局
連
携
事
業
　
若
桜
市
　

若
桜
鉄
道
は
昭
和
62
年
の
開
業
か
ら
35
周
年
を
記

念
し
て
中
国
運
輸
局
鉄
道
部
長
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
山
陰

支
社
副
支
社
長
、
鳥
取
県
地
域
づ
く
り
推
進
部
長
を

始
め
と
す
る
約
30
名
の
来
賓
を
迎
え
式
典
を
行
い
ま

し
た
。
式
典
に
先
駆
け
て
、
若
桜
鉄
道
の
社
長
で
も

あ
る
上
川
町
長
が
若
桜
学
園
を
訪
問
し
、
学
園
9
年

生
を
代
表
し
て
山
根
颯
太
さ
ん
に
合
格
鉛
筆
を
含
め

た
若
桜
鉄
道
グ
ッ
ズ
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
16
日
（
日
）
に
は
若
桜
駅
構
内
で
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
秋
晴
れ
の
な
か
約
８
６
０
人
の
来

場
者
が
あ
り
、
構
内
無
料
開
放
の
ほ
か
Ｓ
Ｌ
転
車
台

回
転
・
Ｓ
Ｌ
ト
ロ
ッ
コ
乗
車
・
缶
バ
ッ
ジ
製
作
等
の

無
料
体
験
を
楽
し
ま
れ
、
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

�

（
企
画
政
策
課
）

　
「
小
船
共
生
の
里
」
で
、
因
幡
地
区
の
郵
便
局
員
、

小
船
集
落
の
方
々
が
50
名
ほ
ど
参
加
さ
れ
、
集
落
を

見
下
ろ
す
標
高
４
０
０
ｍ
の
畑
で
、
収
穫
時
期
を
迎

え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
参
加
者
は
ス
コ
ッ
プ
や

シ
ャ
ベ
ル
を
使
い
、
た
く
さ
ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収

穫
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
顔

を
の
ぞ
か
せ
る
た
び
に
、
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
、
畑
の
中
で
重
量
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
が

催
さ
れ
、
正
解
者
に
は
若
桜
町
の
特
産
品
や
小
船
米

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
サ
ツ
マ

イ
モ
を
手
に
し
て
、
小
船
の
秋
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）

　

秋
晴
れ
の
中
、
今
年
も
鳥
取
中
央
郵
便
局
前
を

会
場
に
「
若
桜
市
」
を
開
催
し
、
町
内
の
特
産
品

や
工
芸
品
な
ど
を
販
売
す
る
５
店
舗
が
出
店
し
ま

し
た
。
開
店
前
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
列
を
つ
く

り
、
野
菜
や
鯖
寿
司
、
手
造
り
こ
ん
に
ゃ
く
、
駄

菓
子
な
ど
各
店
舗
の
商
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。
完
売
と
な
る
商
品
も
多
数
あ
り
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
品
を
購
入
す
る
と
若
桜
町
の
特
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
の
開
催
や
観
光
Ｐ
Ｒ
も
実
施

し
、
多
く
の
方
に
若
桜
町
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
経
済
産
業
課
）

10
月
14
日
金
・
16
日
日

10
月
16
日
日

10
月
14
日
金
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▲１ｋｍの部スタートの様子

▲ストレッチを教わりました

▲�アキレス腱をのばして

令
和
４
年
度

若
桜
町
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
高
野
コ
ー
ス
を
会
場
に
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、若
桜
学
園
の
児
童
、生
徒
、

保
護
者
な
ど
総
勢
41
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
秋
晴
れ
の
も

と
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

【
結　
果
】

１
ｋ
ｍ
の
部

（
男
子
）　

１
位
：
本
田　

拳
土　
（
女
子
）　

１
位
：
杉
田　

絢
奈

　
　
　
　

２
位
：
小
林　

央
季　
　
　
　
　

２
位
：
梶
原　

日
和

　
　
　
　

３
位
：
岡
本　

宰　
　
　
　
　
　

３
位
：
村
尾　

真
優

２
ｋ
ｍ
の
部

（
男
子
）　

１
位
：
森
岡　

岳
大　
（
女
子
）　

１
位
：
山
田　

美
優

　
　
　
　

２
位
：
吉
田　

悠
人　
　
　
　
　

２
位
：
山
根
唯
衣
花

　
　
　
　

３
位
：
西
川
力
太
郎　
　
　
　
　

３
位
：
藤
原　

蓮
歌

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　

体
力
の
維
持
・
改
善
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
目

的
に
、
若
桜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
健
康
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
65
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
、
第
１
町
民
体
育

館
内
で
若
桜
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
か
ら
正
し
い
歩

き
方
や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
が
身
に
つ
く「
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ら
く
楽
健
康
体
操
」
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ー
ト
内
を
15
分
間
、
歩
き
方
に
注
意

し
な
が
ら
歩
い
た
後
、
２
階
に
移
動
し
脳
ト
レ
（
ク

イ
ズ
や
歌
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
少
し
歩
き
足
り
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
体
と
頭
を
動
か
し
参
加
者
同
士
の
会
話
で
笑

顔
も
見
え
、
楽
し
い
時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

参
加
者
に
は
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、交
通
安
全
や
特
殊
詐
欺
な
ど
の
啓
発
グ
ッ

ズ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
福
祉
保
健
課
）

若
桜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

健
康
福
祉
大
会

10
月
25
日
火

11
月
６
日
日

11
月
８
日
火

若
桜
鉄
道
沿
線
に

若
桜
鉄
道
沿
線
に

菜
の
花
の
種
を
ま
き
ま
し
た
！

菜
の
花
の
種
を
ま
き
ま
し
た
！

今
年
も
若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
が

上
高
野
地
区
で
植
栽
活
動

　

若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
（
丹
松
正
信
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
若
桜
鉄
道
の
ご
協
力
も
い
た
だ
い

て
、
上
高
野
地
区
の
鉄
道
沿
線
約
１
０
０
メ
ー

ト
ル
余
り
の
区
間
に
菜
の
花
の
種
を
ま
き
ま
し

た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
今
年
で
５
年
目
。
列
車
か

ら
も
国
道
か
ら
も
よ
く
見
え
る
場
所
を
菜
の
花

や
水
仙
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
に
し
、
訪
れ
た
人
が

ま
た
来
た
い
と
思
え
る
ス
ポ
ッ
ト
に
し
よ
う
と

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
春
、
菜
の
花
が
咲
き
そ
ろ
っ
た
沿
線

風
景
が
楽
し
み
で
す
。

�

（
企
画
政
策
課
）

▲作業が終わって記念撮影。
　皆さんお疲れさまでした。

▲�作業中に列車
が通過。皆さ
んが作業を止め
て列車に手を振
ります。
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～誰一人取り残さない、持続可能な社会のために～

企画政策課　
☎82-2231　IP ☎9-82-2231

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
？

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustainable Developm

ent 
Goals

：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
と
は
、

２
０
１
５
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
全
て
の
加
盟
国
が
賛
同

し
た
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続

可
能
で
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す

世
界
共
通
の
目
標
で
す
。
こ
の
目
標
は
、

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０

年
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
中
で
定
め
ら
れ
た
も

の
で
、
17
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
全
て
の
国
が
こ
の
目
標
の
達
成
に

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
取
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
国
や
自
治
体
、

企
業
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
々
の
協
力

が
必
要
で
す
。

17
の
ゴ
ー
ル
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
は
？

　

２
０
３
０
年
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
重
要
な
理
念
に

沿
っ
て
17
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
貧
困
や
環
境
問
題
の
解

決
、
経
済
成
長
な
ど
の
多
様
な
項
目
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
全
て
の
ゴ
ー
ル
に
相
関
関

係
が
あ
る
た
め
、
総
合
的
に
取
組
む
必
要

が
あ
り
、
一
つ
の
取
組
み
の
達
成
が
他
の

ゴ
ー
ル
の
達
成
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
ゴ
ー
ル
は「
人
間
」、

「
豊
か
さ
」、「
地
球
」、「
平
和
」、「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
５
つ
の
領
域
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に　
　
　
　
　
　
　

取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
私
た
ち
や
子
や
孫
、
そ

の
先
の
世
代
が
、
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
り
良
い
未
来
を
実
現
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
目
標
で

す
。
現
在
、
地
球
上
で
は
飢
餓
や
貧
困
、

差
別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
地
球
温
暖
化
や

自
然
災
害
の
発
生
、
経
済
格
差
の
拡
大
な

ど
、
社
会
、
環
境
、
経
済
の
面
で
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
解
決
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
身
近
な
目
標
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変
え
て
行
動
す
る

こ
と
で
、「
持
続
可
能
な
」
豊
か
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段
の
私
た
ち
の
行

動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
っ
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
に
気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

SDGs
「S

サスティナブル
ustainable D

ディベロップメント
evelopment G

ゴールズ
oals」
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2030 年までの達成を目指す 17 のゴール

日常生活における SDGs への取組
　普段の生活の中には、SDGs 実現のために取組めるものがたくさんあります。私たちにできるこ
とを考え、取組みましょう。

・食べ残しを減らす
・買い物で、棚の前列から商品を取る
・物を買いすぎない
・不用品をリサイクルする
・新しいデジタル技術に触れる
・冷暖房の温度を上げすぎたり下げすぎたりしない
・ごみのポイ捨てをしない
・植物を育てる
・使っていない部屋の照明を消す
・公共交通機関を利用する
・水を出しっぱなしにしない
・誰とでも分け隔てなく接する
・他人に対して「こうあるべきだ」と決めつけない
・SDGs に取組んでいる企業などを調べてみる
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11
月
３
日
（
木
）、
若
桜
学
園

学
習
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
リ
ン

ク
～
１
人
１
人
が
輝
く
感
動
の

ス
テ
ー
ジ
を
～
」。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
、
児
童
生
徒
会
執
行
部

が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
た
思

い
を
楽
し
い
演
劇
で
表
現
し
、

こ
れ
か
ら
本
番
に
向
か
う
１
年

生
～
９
年
生
の
み
ん
な
の
気
持

ち
を
ひ
と
つ
に
つ
な
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

弁
論
、
吹
奏
楽
部
演
奏
、
集

団
演
技
（
１
・
２
年
生
）、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
（
３
・
４
年
生
）、
和
太

鼓
（
５
・
６
年
生
）、
縦
割
り
色

別
合
唱
、
影
絵
劇
（
７
年
生
）、

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
８
年

生
）、演
劇（
９
年
生
）と
様
々
に
、

日
頃
の
学
習
と
発
表
会
に
向
け

た
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

今
年
も
、
ご
家
族
の
方
に
は

観
覧
者
入
れ
替
え
に
ご
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
の
開
催
で
し
た

が
、
会
場
に
は
、
昨
年
よ
り
た

く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
は
盛
大
な
拍

手
や
応
援
の
手
拍
子
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
人

１
人
の
成
長
し
た
姿
が
ひ
と
き

わ
輝
い
て
見
え
た
感
動
的
な
学

習
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

若
桜
学
園
学
習
発
表
会

い
き
い
き

わ
か
さ
っ
こ
！

　今年度第６回目となる１０月のイチオシ若桜メシでは、つくしんぼウ
インナー、わかさ２９工房の鹿肉と若桜町産のさつまいもやなすを使っ
たカレー、夏イチゴのシャーベットが並びました。
　つくしんぼのウインナーは、吉川の豊かな自然の中で育てた質の良
い豚肉を使用した手作りのウインナーで、パリッとした歯ごたえとジュ
ワッと出る肉汁が特徴で子どもたちにも大人気です。
　次回はどんな給食が出るでしょうか、来月もお楽しみに！

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」
第6回
10/24

イチオシ若桜メシをご家庭でも！『イチオシレシピ』

▲イチオシ若桜メシを楽しむ
　児童たち

鹿もも肉 80g
たまねぎ 　100g
にんじん 40g
さつまいも 100g
なす 20g
ぶなしめじ 20g
にんにく 2g

作り方
① たまねぎは薄切りに、にんじんはいちょう切り、鹿肉、さつまいも、なすは

一口大に切り、ぶなしめじは小房に分けておく。にんにく、しょうが、梨は
すりおろす。

② 鍋を熱し、サラダ油をひいて鹿肉とにんにく、しょうがを炒め、玉ねぎ、に
んじんを炒め、さつまいも、なす、ぶなしめじを加えて水を入れて煮る。

③ ②が煮えたらカレールウ、すりおろした梨、ウスターソースで調味する。
④ かき混ぜながら弱火で煮てとろみをつけ、できあがり。
※ 水の量は野菜が煮えるくらいの量で調整してください。

栄養価　　エネルギー　131kcal　たんぱく質　5.9g　カルシウム　19mg　塩分相当量　1.3ｇ

しょうが 2g
梨 30g
カレールウ 60g
ウスターソース 小さじ１
サラダ油 小さじ１
水 200 ～300cc

秋の実りカレー

発
学
校
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　今年度第６回目となる１０月のイチオシ若桜メシでは、つくしんぼウ
インナー、わかさ２９工房の鹿肉と若桜町産のさつまいもやなすを使っ
たカレー、夏イチゴのシャーベットが並びました。
　つくしんぼのウインナーは、吉川の豊かな自然の中で育てた質の良
い豚肉を使用した手作りのウインナーで、パリッとした歯ごたえとジュ
ワッと出る肉汁が特徴で子どもたちにも大人気です。
　次回はどんな給食が出るでしょうか、来月もお楽しみに！

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」
第6回
10/24

イチオシ若桜メシをご家庭でも！『イチオシレシピ』

▲イチオシ若桜メシを楽しむ
　児童たち

鹿もも肉 80g
たまねぎ 　100g
にんじん 40g
さつまいも 100g
なす 20g
ぶなしめじ 20g
にんにく 2g

作り方
① たまねぎは薄切りに、にんじんはいちょう切り、鹿肉、さつまいも、なすは

一口大に切り、ぶなしめじは小房に分けておく。にんにく、しょうが、梨は
すりおろす。

② 鍋を熱し、サラダ油をひいて鹿肉とにんにく、しょうがを炒め、玉ねぎ、に
んじんを炒め、さつまいも、なす、ぶなしめじを加えて水を入れて煮る。

③ ②が煮えたらカレールウ、すりおろした梨、ウスターソースで調味する。
④ かき混ぜながら弱火で煮てとろみをつけ、できあがり。
※ 水の量は野菜が煮えるくらいの量で調整してください。

栄養価　　エネルギー　131kcal　たんぱく質　5.9g　カルシウム　19mg　塩分相当量　1.3ｇ

しょうが 2g
梨 30g
カレールウ 60g
ウスターソース 小さじ１
サラダ油 小さじ１
水 200 ～300cc

秋の実りカレー

〝が
ん
ば
る
〟

　
　
　
　
ト
ーク

町長発！

　

若
桜
駅
前
の
わ
か
さ
生
協
診
療
所

　

若
桜
駅
前
の
わ
か
さ
生
協
診
療
所

が
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。
建

が
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。
建

物
の
老
朽
化
と
狭
隘
化
に
伴
う
も
の

物
の
老
朽
化
と
狭
隘
化
に
伴
う
も
の

で
、移
転
先
は
新
町
の
旧
太
平
林
産

で
、移
転
先
は
新
町
の
旧
太
平
林
産

跡
地
で
す
。「
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で

跡
地
で
す
。「
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
、家
族
や
友
人
と
会
え
る

い
つ
ま
で
も
、家
族
や
友
人
と
会
え
る

環
境
で
生
活
し
た
い
」と
い
う
住
民
の

環
境
で
生
活
し
た
い
」と
い
う
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、診
療
施
設
と

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、診
療
施
設
と

合
わ
せ
、高
齢
者
住
宅
と
デ
イ
サ
ー

合
わ
せ
、高
齢
者
住
宅
と
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
を
敷
地
内
に
併
設
さ
れ
ま

ビ
ス
施
設
を
敷
地
内
に
併
設
さ
れ
ま

す
。
高
齢
者
住
宅
は

す
。
高
齢
者
住
宅
は
3030
室
整
備
さ
れ
、

室
整
備
さ
れ
、

自
立
の
方
か
ら
要
介
護
者
、看
取
り

自
立
の
方
か
ら
要
介
護
者
、看
取
り

に
至
る
ま
で
受
け
入
れ
、

に
至
る
ま
で
受
け
入
れ
、
2424
時
間
体

時
間
体

制
で
看
護
職
員
ま
た
は
介
護
職
員
が

制
で
看
護
職
員
ま
た
は
介
護
職
員
が

常
駐
し
、安
全
安
心
な
体
制
を
構
築

常
駐
し
、安
全
安
心
な
体
制
を
構
築

さ
れ
る
計
画
で
す
。

さ
れ
る
計
画
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、人
口
減
少
で
採
算

　

町
と
し
て
は
、人
口
減
少
で
採
算

性
が
不
安
視
さ
れ
る
中
で
、地
域
医

性
が
不
安
視
さ
れ
る
中
で
、地
域
医

療
の
灯
を
若
桜
町
内
に
引
き
続
き
維

療
の
灯
を
若
桜
町
内
に
引
き
続
き
維

持
す
る
ご
英
断
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ

持
す
る
ご
英
断
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、深
く
感
謝
す
る
も
の
で
す
。
ま

と
に
、深
く
感
謝
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、要
介
護
度
の
進
行
と
と
も
に
町

た
、要
介
護
度
の
進
行
と
と
も
に
町

外
の
施
設
に
移
ら
れ
る
お
年
寄
り
が

外
の
施
設
に
移
ら
れ
る
お
年
寄
り
が

多
い
中
、町
内
に
住
ま
い
つ
つ
同
じ
敷

多
い
中
、町
内
に
住
ま
い
つ
つ
同
じ
敷

地
内
で
い
つ
で
も
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

地
内
で
い
つ
で
も
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
享
受
で
き
る
、究
極
と
も
い
え
る

ス
が
享
受
で
き
る
、究
極
と
も
い
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み
は
画
期

地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み
は
画
期

的
で
す
。

的
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
、今
春
か
ら
鳥
取
医
療
生
協
と

た
め
、今
春
か
ら
鳥
取
医
療
生
協
と

の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、こ
の

の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、こ
の

ほ
ど
支
援
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
達

ほ
ど
支
援
内
容
に
つ
い
て
合
意
に
達

し
ま
し
た
。
医
療
分
野
に
つ
い
て
、施

し
ま
し
た
。
医
療
分
野
に
つ
い
て
、施

設
や
機
械
設
備
の
整
備
費
及
び
運
営

設
や
機
械
設
備
の
整
備
費
及
び
運
営

費
の
一
部
を
支
援
す
る
と
い
う
内
容

費
の
一
部
を
支
援
す
る
と
い
う
内
容

で
、こ
の

で
、こ
の
1212
月
定
例
会
に
補
正
予
算

月
定
例
会
に
補
正
予
算

を
提
出
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

を
提
出
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、町
営
バ
ス
に
つ
い
て
、利
用
者

ま
た
、町
営
バ
ス
に
つ
い
て
、利
用
者

の
利
便
性
に
配
慮
し
て
、敷
地
内
へ
の

の
利
便
性
に
配
慮
し
て
、敷
地
内
へ
の

乗
り
入
れ
な
ど
運
行
ル
ー
ト
の
一
部
変

乗
り
入
れ
な
ど
運
行
ル
ー
ト
の
一
部
変

更
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
鳥
取
医

更
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
鳥
取
医

療
生
協
で
は
、来
年
２
月
の
工
事
発

療
生
協
で
は
、来
年
２
月
の
工
事
発

注
、
注
、1010
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
お

月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。

　

わ
か
さ
生
協
診
療
所
は
、若
桜
柿

　

わ
か
さ
生
協
診
療
所
は
、若
桜
柿

坂
医
院
と
と
も
に
地
域
医
療
を
担
い
、

坂
医
院
と
と
も
に
地
域
医
療
を
担
い
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
始
め
町
の
コ
ロ
ナ
対

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
始
め
町
の
コ
ロ
ナ
対

策
に
も
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い

策
に
も
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
両
医
療
機
関
の
存
在

て
お
り
ま
す
。
両
医
療
機
関
の
存
在

は
町
民
の
安
全
安
心
に
不
可
欠
で
あ

は
町
民
の
安
全
安
心
に
不
可
欠
で
あ

り
、今
後
と
も
地
域
医
療
を
し
っ
か
り

り
、今
後
と
も
地
域
医
療
を
し
っ
か
り

守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次回、岩美町へ！

11 月 26日（土）、12月 10日（土）・
24日（土）の３日間は…

“冬に咲く桜”を見ませんか？
恋こいロード大作戦♡Winterイルミネーション2022

第24回　若桜町

　今年で２回目となるこのイベントでは、若桜
駅前通りと若桜駅前広場の並木に、冬の桜をイ
メージしたイルミネーションが設置されます。
期間内には飲食店の出店ブースが設けられるほ
か、店舗の夜間営業も行います。
　ぜひこの機会に、優しい光の輝きと感動の空
間で、美味しい料理をご堪能ください。

＜恋こいロードとは＞
　特産「鯉料理」と縁結びの神様・若桜弁財天
から連想する「恋」、他にも「若桜に来てほしい」
との思いから、語呂合わせで命名されました。

【期　　間】令和 4年 11月 26日（土）から
　　　　　　令和 4年 12月 25日（日）まで
【点灯時間】17：00～ 21：00

【お問い合わせ】　若桜町観光協会
　　　　　　　　☎0858-82-2237

初日の点灯式では、
18 時より花火を打ち上げます！

バザー出店及び夜間営業と地元団体
による演芸を披露します！

【時　間】 15：00 ～20：00
【場　所】 若桜駅前広場及び各店舗
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子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎ 82-0011　IP ☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30 ～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

12 月の予定
� ２日（金）� 大きさ調べ
� ８日（木）� リトミック
�13 日（火）� クリスマスの飾りを作ろう

�14 日（水）� ママサークル
�15 日（木）� 絵本の読み聞かせ
�19 日（月）� クリスマス会

　10月14日、はっとうフルーツ観光園へりんご狩りに出かけました。た
くさん実ったりんごを見て大喜び！早く食べたくてうずうず。おいしそう
な赤いりんごを見つけ、小さく切ってもらいおいしくいただきました。食
べた後には家族へのおみやげのりんごを見つけに行きました。

　ミニ運動会を行いま
した。少ない参加でし
たが、“できるかな？”
と大きな段ボールを積
み上げたり、アンパン
マン号に乗って走った
り玉入れをしたりと楽
しみました。

▲�おいしいりんごたく
さん食べたよ

▲とどくかな・・
▲はやいよ～！

池
田
地
区
古
紙
置
き
場
の
場
所
を
変
更
し
ま
し
た

池
田
地
区
古
紙
置
き
場
の
場
所
を
変
更
し
ま
し
た

１． 変 更 後
古 紙 置 き 場

池田ふれあい館（旧 JA鳥取いなば池田支所）
若桜町中原 359番地 6

２． 利用可能時間

・月曜日～金曜日（９:00 ～ 16:00）
・上記以外の時間及び土、日、祝日
　�団体申請のみご利用いただけます。搬入を希望される場合は、
利用日の３日前までに若桜町公民館池田分館（83-0540）にお
申し込みください。
　個人での利用はご遠慮ください。

３． 鍵 の 開 閉 鍵は池田分館でお受け取り頂き、利用後は必ず返却してください。

４． 持 込 可 能 品 古紙類［新聞紙・チラシ］、［雑誌類］、［ダンボール］、［牛乳パック類］
※雑誌類 ･･･ 週刊誌、パンフレット、紙類、包装紙、はがきなど

５． 遵 守 事 項 上記４、持込可能品以外は持ち込まないでください。

お
問
い
合
わ
せ　
町
民
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
3　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
3

●
 旧古紙置き場● 花の木広場

旧池田小学校 ●

● 若桜町公民館
　 池田分館

八東川

29

新古紙置き場
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可燃ごみ搬入場所変更についての
ご案内

重要なお知らせ

　「可燃物処理施設リンピアいなば」は、発電用ボイラ修繕のため可燃ご
みの直接持ち込みを一時停止させていただいておりましたが、令和５年
１月４日（水）より受入を再開いたします（令和５年１月１日（日）から
１月３日（火）までは休業日です。）。
　また、「リンピアいなば」の可燃ごみ受入再開に伴い、「神谷清掃工場」
は令和４年 12 月 31 日（土）をもちまして受付を停止いたします。

お問い合わせ　鳥取県東部広域行政管理組合 施設建設課
　　　　　　　☎0857-26-0596　 0857-29-27590857-29-2759
　　　　　　　　　　　　　　 �shisetsukensetsu@east.tottori.tottori.jpshisetsukensetsu@east.tottori.tottori.jp
　　　　　　　ホームぺージ　https://www.east.tottori.tottori.jp

河原インター山手工業団地方面へ
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血
圧
の
値
は
一
定
で
は
な
く
、常

に
変
動
を
し
て
い
ま
す
。１
日
の
中
で

も
睡
眠
、起
床
、食
事
、入
浴
、運
動

な
ど
行
動
や
環
境
に
よ
っ
て
変
化
し

て
お
り
、特
に
冬
は
夏
場
に
比
べ
て

高
く
な
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
般
的
に
家
庭
で
の
血
圧

よ
り
診
察
室
で
測
る
方
が
高
く
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。血
圧
が
高
く
て

も
自
覚
症
状
が
な
い
場
合
が
多
い
た

め
、普
段
か
ら
家
庭
で
血
圧
測
定
を

し
ま
し
ょ
う
。

●�

な
る
べ
く
腕
で
測
る
血
圧
計
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

●�

朝
と
晩
に
測
定
し
ま
す
。

　
朝　

�

起
床
し
て
ト
イ
レ
を
済
ま
せ

た
あ
と

　

晩　

�

就
寝
前

●�

１
～
２
分
椅
子
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
か
ら
測
定
す
る
。

●
続
け
て
２
回
測
り
、平
均
す
る
。

●�

測
定
後
は
記
録
し
、受
診
時
に
医
師

に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
や
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
は
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
下
さ

い
。

診
断
基
準  

（
高
血
圧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
）

診
察
室

血
圧

１
４
０
以
上
／
90
以
上

家
庭

血
圧

１
３
５
以
上
／
85
以
上

※�

家
庭
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
測
れ
る

た
め
、設
定
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　農地法第３２条により、遊休農地を今後どのように利用、管理していくかという意向の調査を実施す
ることが義務づけられています。８月から９月にかけて実施した農地パトロールで、遊休農地と判断し
た農地の所有者（またはその世帯員）に、利用意向調査書を送らせていただいております。
　利用意向調査書が届いた方は、必ずご回答いただき、農地の適正な利用、管理をしてくださいます
ようお願いします。また、農地中間管理事業※等の制度もありますので、ご活用ください。
※�農地中間管理事業とは、農地中間管理機構が農地の所有者と農地の担い手の中間的受け皿となり、
担い手の規模拡大や担い手がまとまった形で農地を利用できるような貸し付けを進める仕組みで
す。

お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2236☎82-2236　IP ☎9-82-2236 ご協力くださいご協力ください

農地の利用意向調査に農地の利用意向調査に◉農業委員会からのお知らせ

11月15日（火）に農業委員会定例会を開催しました
審議事項
・農地法第４条第１項の規定による許可申請� １件
・非農地証明申請　� 2件

家
庭
で
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う

家
庭
で
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ　
☎（
82
）２
２
０
９　
IP
☎
９（
82
）２
２
０
９

血
圧
の
測
り
方  
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女性に対する暴力を
なくす運動について

　

暴
力
は
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害

者
、被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。特
に
女
性
に
対
す
る
暴
力（
配
偶

者
等
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、売
買
春
、人
身
取
引
、セ

ク
シ
ャ
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
）は
、女

性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の

で
あ
り
、男
女
共
同
参
画
社
会
を
形

成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
す
べ
き
重
要

な
課
題
で
す
。

　

政
府
で
は
、女
性
の
人
権
尊
重
の

た
め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎
年
11

月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
２
週
間
を

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」の
期
間
と
定
め
、地
方
公
共
団
体

な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
の

３
年
間
を
、性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
の

集
中
強
化
期
間
と
し
て
お
り
、令
和
４

年
度
の
運
動
は
、「
性
暴
力
を
、な
く

そ
う
」が
テ
ー
マ
で
、性
暴
力
の
根
絶

に
向
け
た
取
組
や
、被
害
者
支
援
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、こ
の
運
動
期
間
に
あ
わ

せ
て
、若
桜
町
公
民
館
及
び
保
健
セ

ン
タ
ー
で
の
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。パ
ー
プ
ル・
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
と
は
、女
性
に
対
す
る
暴
力
根

絶
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
に
ち
な
み
、施
設
な
ど
を
紫
色
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
運
動
で
す
。ま
た
、被

害
者
に
対
し
て「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

暴
力
を
受
け
て
も
い
い
人
は
ど
こ
に

も
存
在
し
ま
せ
ん
。ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
な
い
で
、た
め
ら
わ
ず
に
、相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

性
犯
罪・性
暴
力
の
相
談
窓
口

　

電
話
相
談�

　

�「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
＃
８
８
９
１
）」

　

チ
ャッ
ト
相
談「
キ
ュ
ア
タ
イ
ム
」

66

相
続
開
始
後
の
不
動
産
占
有
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
相
続
開
始
後
の
不
動

産
占
有
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

民
法
で
は
各
共
有
者
は
、
共
有
物

の
全
部
に
つ
い
て
そ
の
共
有
持
分

に
応
じ
た
使
用
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
兄
が
、
そ
の
共
有
持
分
に
応

じ
て
父
の
家
に
住
む
こ
と
を
排
除

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
兄
を
父
の
家
か

ら
退
去
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

た
だ
し
、
共
有
持
分
の
過
半
数

を
有
す
る
者
が
退
去
を
求
め
て
お

り
、
し
か
も
当
該
不
動
産
を
利
用

す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

退
去
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

本
件
に
お
い
て
、
相
続
人
の
法

定
相
続
分
は
３
分
の
１
ず
つ
で
あ

り
、
弟
ら
は
一
緒
に
な
っ
て
兄
に
対

し
て
父
の
家
か
ら
退
去
を
求
め
て

い
ま
す
の
で
、
弟
ら
に
お
い
て
父
の

家
を
使
用
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
兄
を
退
去
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
兄
が
使
用
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
弟
ら
は
そ
の
共
有
持

分
に
応
じ
た
使
用
が
妨
害
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
の
で
、
兄
に
対
し

て
、
共
有
持
分
の
割
合
に
応
じ
て
、

占
有
部
分
に
係
る
地
代
相
当
額
の

不
当
利
得
金
な
い
し
損
害
賠
償
金

を
支
払
う
よ
う
求
め
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
ま
ず
相
談
を
！

　
父
が
死
去
し
ま
し
た
。
相
続
人
は
、
私
と
兄
と
弟
の
３
人
だ
け

で
す
が
、
父
の
住
ん
で
い
た
家
が
空
き
家
に
な
っ
た
た
め
兄
が
住

み
始
め
ま
し
た
。
私
と
弟
は
、
兄
に
住
ん
で
ほ
し
く
な
い
の
で
、

兄
を
父
の
家
か
ら
退
去
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

〈
法
律
相
談
の
窓
口
に
お
電
話
を
！
※
要
予
約
〉

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ド
リ
ー
ミ
ー

☎（
82
）０
２
５
４　
IP
☎
９（
82
）０
２
５
４

（
弁
護
士
相
談
窓
口
だ
よ
り
）
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お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

　

10
月
29
日
（
土
）、30
日
（
日
）

の
2
日
間
に
わ
た
り
第
14
回
若

桜
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
サ
ー
ク
ル
、
団
体
、
個
人

が
作
品
展
示
や
芸
能
発
表
等
を

通
し
て
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。
趣
向
を
凝
ら

し
た
作
品
や
芸
能
の
数
々
を
、
一

部
で
は
あ
り
ま
す
が
写
真
に
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

若
桜
町
民
文
化
祭
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
並
び
に

出
展
者
、
出
演
者
、
関
係
者
の

皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
14
回

若
桜
町
民
文
化
祭

作
品
展
示
等

芸
能
発
表

▲わかさ刻書研究会

▲華道池坊

▲クラフト作品

▲石絵（いやし地蔵）

▲フォークソングを楽しむ会 ▲グループくるくる ▲カラオケ ▲若桜コーラス ▲吟翔会・吟翔さくら

▲手芸同好会

▲書道

▲公民館講座「とんぼ玉づくり」

▲川柳さくら吟社

▲翠風会若桜支部

▲ポーセラーツ

▲池田手芸の広場

▲池田写真クラブ

▲若桜陶芸クラブ

▲鶴尾句会

▲池田切り絵クラブ

▲華道未生流

▲ハガキ絵

▲茶道
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郷
土
文
芸���　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

気
の
せ
い
で
効
く
時
も
あ
る
風
邪
薬�

岡
崎
彰
夫

輪
に
な
れ
ば
風
も
ま
あ
る
く
吹
い
て
く
る�

岡
崎
彰
夫

金
持
ち
に
な
っ
た
夢
見
た
気
の
せ
い
よ�

門
村
千
代

颯
爽
と
歩
け
ば
風
が
味
方
す
る�
門
村
千
代

マ
ス
ク
の
せ
い
女
性
が
み
ん
な
美
し
い�
川
上　

巧

軒
下
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
柿
の
れ
ん�
川
上　

巧

気
の
せ
い
か
確
か
に
母
が
呼
ん
で
い
る�

君
野
和
子

フ
ル
ム
ー
ン
昭
和
の
頃
が
な
つ
か
し
い�

君
野
和
子

母
に
逢
う
気
の
せ
い
な
の
か
夢
な
の
か�

車
井
信
惠

信
念
と
厚
い
情
熱
壁
や
ぶ
る�

車
井
信
惠

も
う
秋
だ
気
の
せ
い
か
早
い
一
年�

中
田
房
江

児
童
競
う
エ
コ
商
品
が
楽
し
ま
せ�

中
田
房
江

鈴
の
音
学
校
帰
り
気
の
せ
い
か�

矢
部
節
子

紅
葉
散
り
雪
が
近
づ
く
風
の
音�

矢
部
節
子

気
の
せ
い
か
諭
吉
が
傍
に
き
た
よ
う
な�

山
本
延
子

秋
な
の
に
暑
さ
寒
さ
が
せ
め
ぎ
合
う�

山
本
延
子

（
会
員
外
）

気
の
せ
い
か
頭
の
毛
ま
で
枯
れ
て
き
た�

米
谷
好
衛

久
し
ぶ
り
都
会
だ
っ
た
よ
鳥
取
が�

米
谷
好
衛

先
々
と
風
転
が
し
て
行
く
落
葉�

西
尾
青
雨

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
石
の
よ
う
な
る
南
瓜
切
る�

中
尾
陽
子

石
段
に
色
と
り
ど
り
の
も
み
じ
か
な�

圓
井
節
美

秋
薔
薇
を
挿
し
た
テ
ー
ブ
ル
読
書
席�

茗
荷
恵
子

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

第
11
回　
落
折

　

落
折
は
全
戸
が
平
家
姓
で
、
平
家
の
武
将
「
平
経
盛
」
の
子

孫
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

平
家
の
先
祖
は
、
桓
武
天
皇
の
ひ
孫
「
高た
か
も
ち望
王
」
で
、
寛
平

２
年
（
８
９
０
年
）
平
朝あ

そ
ん臣
の
氏
姓
を
も
ら
い
、
三
重
県
津
市

で
「
桓
武
平
氏
」
を
誕
生
さ
せ
た
。「
武
門
の
棟
梁・伊
勢
平
氏
」

の
基
礎
を
固
め
た
の
が
平
忠
盛
（
清
盛
の
父
）
で
、
落
折
に
は

忠
盛
の
三
男
「
経
盛
」
が
、
壇
ノ
浦
か
ら
家
来
と
共
に
落
ち
延

び
、
集
落
か
ら
約
５
０
０
㍍
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
洞
窟
に
隠

れ
住
み
、
平
家
再
興
の
時
を
待
っ
て
い
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ

る
。
今
で
も
経
盛
の
墓
と
位
牌
、弓
の
一
部
、馬
隠
し
等
が
残
っ

て
い
る
。
毎
年
６
月
18
日
に
は
経
盛
を
し
の
び
「
経
盛
ま
つ
り
」

を
行
っ
て
い
る
。

　

集
落
に
は
、「
弓
の
的
」
と
い
う
伝
統
行
事
が
あ
り
、
男
の

子
が
生
ま
れ
て
一
歳
に
な
る
と
き
、
こ
の
行
事
を
行
っ
て
い
る

が
、
男
の
子
の
誕
生
を
源
氏
に
知
ら
れ
な
い
た
め
に
、
女
の

子
の
ひ
な
祭
り
で
あ
る
旧
暦
の
３
月
３
日
に
祝
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

集
落
に
あ
る
藤
原
神
社
は
、
以
前
は
洞
窟
の
近
く
の
藤
原
と

い
う
字
の
土
地
に
あ
っ
た
が
火
災
で
焼
失
し
、
現
在
の
場
所
に

建
て
ら
れ
た
。
神
社
に
は
鎧
が
二
領
あ
り
、
こ
の
鎧
を
専
門
家

に
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
位
の
高
い
武
士
の
も
の
だ
っ

た
と
鑑
定
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
焼
け
残
っ
た
兜
の
一
部
は

神
社
の
宝
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

集
落
に
は
刀
や
槍
が
あ
っ
た
が
、
刀
は
太
平
洋
戦
争
に
出
さ

れ
、
今
で
は
写
真
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
槍

は
物
干
し
竿
に
使
っ
て
い
た
。
戦
争
が
な
け
れ
ば
い
ろ
ん
な
も

の
が
残
っ
て
い
た
と
思
う
。

　

昭
和
29
年
は
、
35
世
帯
で
人
口
も
１
９
４
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
道
29
号
戸
倉
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
町
外
か
ら
多
く
の
人

が
転
入
し
た
も
の
で
、
当
時
ト
ン
ネ
ル
の
傍
ら
に
は
、
建
設
省

の
現
場
事
務
所
が
あ
っ
た
。

　

私
が
小
学
生
の
頃
は
、
明
治
16
年
に
開
校
さ
れ

た
池
田
小
学
校
の
落
折
分
校
が
あ
り
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

で
の
児
童
が
通
っ
て
い
た
。
教
室
は
一
つ
で
先
生
も
一
人
、
教

員
住
宅
も
併
設
さ
れ
て
い
た
。
池
田
小
学
校
に
出
る
と
給
食
が

あ
っ
た
が
、
分
校
で
は
家
に
食
べ
に
帰
っ
て
い
た
。

　

四
年
生
か
ら
は
池
田
小
学
校
に
通
っ
た
が
、
当
時
は
中
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
大
野
ま
で
乗
っ
て
出
て
、
そ
こ
か
ら
小
学

校
ま
で
歩
い
た
。
冬
の
積
雪
が
多
く
て
バ
ス
が
来
な
い
と
き
は
、

大
人
が
一
本
道
を
小
船
ま
で
つ
け
て
く
れ
て
、
そ
こ
を
歩
い
て

通
っ
て
い
た
。
時
に
は
ス
キ
ー
で
小
船
ま
で
出
て
、
清
水
林
業

に
ス
キ
ー
を
置
か
せ
て
も
ら
い
、
帰
り
は
担
い
で
家
に
帰
っ
た
。

小
船
ま
で
出
る
と
学
校
が
休
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

分
校
は
昭
和
45
年
に
本
校
に
統
合
さ
れ
、
廃
校
と
な
っ
た
。

　

国
道
29
号
が
舗
装
さ
れ
た
の
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

で
、
バ
ス
も
日
ノ
丸
バ
ス
と
神
姫
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
た
。

バ
ス
代
は
中
原
か
ら
落
折
ま
で
15
円
で
、
バ
ス
代
を
20
円
も

ら
っ
た
日
は
、
そ
の
お
釣
り
の
５
円
で
集
落
に
あ
っ
た
店
の
く

じ
を
引
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

昭
和
40
年
頃
に
「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン　

ニ
ユ
ー
平
家
」
が
で
き
、

集
落
か
ら
は
10
人
位
の
人
が
働
き
、
多
く
の
お
客
が
き
て
い
た

が
、
交
通
量
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
平
成
の
初
め
に
は
閉

鎖
し
た
。

　

昭
和
60
年
頃
か
ら
世
帯
数
や
人
口
が
減
り
始
め
、
学
校
を
卒

業
す
る
と
県
外
に
就
職
し
た
り
、鳥
取
市
等
に
出
る
人
も
あ
り
、

今
で
は
12
世
帯
で
人
口
は
33
人
と
少
な
く
な
っ
た
。

　

農
業
も
大
き
く
変
わ
り
、
平
成
20
年
で
稲
作
を
し
な
く
な
っ

た
。
近
年
の
大
き
な
出
来
事
は
、
国
道
の
そ
ば
に
あ
っ
た
公
民

館
を
、
道
路
の
拡
張
改
良
の
た
め
集
落
の
中
に
移
転
新
築
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　

今
の
集
落
は
高
齢
化
が
進
み
、生
活
に
も
支
障
が
出
て
い
る
。

中
で
も
一
番
大
変
な
の
は
冬
の
除
雪
作
業
で
、
自
分
の
家
や
空

き
家
の
雪
下
ろ
し
に
苦
労
し
て
い
る
。

�

（
落
折
集
落
協
力
員
）

～
若
桜
の
集
落
史
～

町
誌
編
さ
ん
執
筆
協
力
員
よ
り
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12月１日は世界エイズデーです

STOP　　　AIDS

エイズの理解と支援を示すレッドリボン

新たにHIVに感染した人及びエイズを発症した人の年次推移（全国）

◆定例検査日【要電話予約】
第２・第４月曜日（祝日の場合、翌日実施） １３：３０～１５：３０

◆保健所のエイズ検査は無料・匿名です
◆性感染症（梅毒・クラミジア）もあわせて検査できます
◆検査の他、エイズや性感染症に関する相談もお受けしています
※検査の詳細については、市ホームページをご覧いただくか、電話にてお問い
合わせください。

＜お問い合わせ先＞

鳥取市保健所 保健医療課
鳥取市富安2丁目138-4 駅南庁舎１階
☎０８５７－３０－８５３２ FAX０８５７－２０－３９６２

ＳＴＯＰ ＡＩＤＳ

エイズの理解と支援を示すレッドリボン

新たにHIVに感染した人及びエイズを発症した人の年次推移（全国）
（出典：厚生労働省エイズ動向委員会）（人）

（年）

2021年には、全国で新たに
1,057人のHIV感染者、エ
イズ患者が報告されました。
鳥取県でも毎年数名の発生
が報告されています。

令和４年度 世界エイズデーキャンペーンテーマ

「
」

HIV感染を早期に発見し早期に治療を開始・継続すれば、エイズの発症を
防ぐことができ、感染判明前と同じ生活を送ることが期待できるようになりま
した。また、治療を続け、体内のウイルス量が減少すれば、他の人への感染
リスクは大幅に低下することも確認されています。

HIV陽性者の方も陽性でない方も、ともにこの社会で暮らしています。
正しい知識を身につけ、差別・偏見のない地域を目指しましょう。

エイズは今、予防できる感染症です。
自分と大切な人を守るためにHIV検査を受けましょう。

1600

1400

1200

1000

800

600

400

200

0

19歳未満
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60歳以上
不明

（年）

（人）

（出典：厚生労働省エイズ動向委員会）

　2021年には、全国
で新たに1,057人
のHIV感染者、エイズ
患者が報告されました。
鳥取県でも毎年数名
の発生が報告されて
います。

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2021

◆定例検査日【要電話予約】
第２・第４月曜日（祝日の場合、翌日実施） １３：３０～１５：３０

◆保健所のエイズ検査は無料・匿名です
◆性感染症（梅毒・クラミジア）もあわせて検査できます
◆検査の他、エイズや性感染症に関する相談もお受けしています
※検査の詳細については、市ホームページをご覧いただくか、電話にてお問い
合わせください。

＜お問い合わせ先＞

鳥取市保健所 保健医療課
鳥取市富安2丁目138-4 駅南庁舎１階
☎０８５７－３０－８５３２ FAX０８５７－２０－３９６２

ＳＴＯＰ ＡＩＤＳ

エイズの理解と支援を示すレッドリボン

新たにHIVに感染した人及びエイズを発症した人の年次推移（全国）
（出典：厚生労働省エイズ動向委員会）（人）

（年）

2021年には、全国で新たに
1,057人のHIV感染者、エ
イズ患者が報告されました。
鳥取県でも毎年数名の発生
が報告されています。

令和４年度 世界エイズデーキャンペーンテーマ

「
」

HIV感染を早期に発見し早期に治療を開始・継続すれば、エイズの発症を
防ぐことができ、感染判明前と同じ生活を送ることが期待できるようになりま
した。また、治療を続け、体内のウイルス量が減少すれば、他の人への感染
リスクは大幅に低下することも確認されています。

HIV陽性者の方も陽性でない方も、ともにこの社会で暮らしています。
正しい知識を身につけ、差別・偏見のない地域を目指しましょう。

エイズは今、予防できる感染症です。
自分と大切な人を守るためにHIV検査を受けましょう。

令和４年度　世界エイズデー キャンペーンテーマ
「このまちで暮らしている。私もあなたも。

12 月1日は世界エイズデー」
　HIV感染を早期に発見し早期に治療を開始・継続すれば、エイズの発症を防ぐことがで
き、感染判明前と同じ生活を送ることが期待できるようになりました。また、治療を続け、
体内のウイルス量が減少すれば、他の人への感染リスクは大幅に低下することも確認されて
います。
　HIV 陽性者の方も陽性でない方も、ともにこの社会で暮らしています。
　正しい知識を身につけ、差別・偏見のない地域を目指しましょう。

エイズは今、予防できる感染症です。
自分と大切な人を守るためにHIV検査を受けましょう。

◆定例検査日【要電話予約】
　第２・第４月曜日（祝日の場合、翌日実施）　13：30 ～ 15：30
◆保健所のエイズ検査は無料・匿名です
◆性感染症（梅毒・クラミジア）もあわせて検査できます
◆検査の他、エイズや性感染症に関する相談もお受けしています
※検査の詳細については、鳥取市ホームページをご覧いただくか、電話にてお問い合わせください。

お問い合わせ　鳥取市保健所　保健医療課
　　　　　　　鳥取市富安2丁目138-4　駅南庁舎１階
　　　　　　　☎0857-30-8532　 0857-20-3962
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ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　
　

　
　
　
　
　
ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

　　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス
　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

 （
82
）１
６
０
２

IP
☎ 

９（
82
）１
６
０
２

■
　�

第
35
回
　

　
若
桜
町
部
落
解
放

　
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

11
月
６
日
（
日
）
に
「
部
落
解
放
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

を
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
天
候
に
も
恵
ま
れ
３
年
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト

や
バ
ザ
ー
を
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ま
つ
り
」
を
機
会
に
地
域
の
絆
や
人
権
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
差
別
と
偏
見
の
な
い

明
る
い
町
、「
み
ん
な
笑
顔
」
で
い
ら
れ
る
若
桜
町
を

目
指
し
て
“
ふ
れ
あ
い
の
輪
”
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲音楽演奏（さくら組）

▲人権コンサート（ちめいど） ▲太鼓演奏（若桜氷ノ山樹氷太鼓）

▲学習発表会（地区学習会） ▲若桜学園２年生

▲トランポ・ロビックス（若桜クラブ） ▲作品展示 ▲作品展示（わかさこども園）
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文　　　学 そ　の　他
・競争の番人　　〔２〕 新川　帆立 ・気象病ハンドブック 久手堅　司
・超シルバー川柳　　笑顔がいっぱい編 みやぎシルバーネット ・幸せな人生のしまい方 ニチリョク
・歩きながら考える ヤマザキ　マリ ・７０歳の正解 和田　秀樹
・invert　　２ 相沢　沙呼 ・パンどろぼうのせかいいちおいしいパンレシピ 吉永　麻衣子
・名乗らじ 佐伯　泰英 ・SHO－TIME 大谷翔平 ジェフ　フレッチャー
・情け深川 小杉　健治 ・日帰り絶景ウォーキング関西周辺 JTB パブリッシング
・祈りのカルテ　　〔２〕 知念　実希人 ・たたらの実像をさぐる山陰の製鉄遺跡 角田　徳幸
・ペットショップ無惨 石田　衣良 ・平野レミのオールスターレシピ 平野　レミ
・乱鴉の空 あさの　あつこ ヤング・児童書・絵本
・越境刑事 中山　七里 ・ガリレオの事件簿　　１・２ 東野　圭吾
・新！店長がバカすぎて 早見　和真 ・三まいのはがき おくやま　ゆか
・レッドゾーン 夏川　草介 ・�１２歳までに身につけたいかしこくなる読

書の超きほん 赤木　かん子
・居酒屋ぼったくり　　おかわり！３ 秋川　滝美
・マル暴ディーヴァ 今野　敏 ・なにになれちゃう？ チョー　ヒカル
・あぁ面白かったと言って死にたい 佐藤　愛子 ・パンどろぼうおにぎりぼうやのたびだち 柴田　ケイコ
・我、鉄路を拓かん 梶　よう子 ・ほんとだもん！ いもと　ようこ
・かんむり 彩瀬　まる 郷　　　土
・流れる星をつかまえに 吉川　トリコ ・鳥取県広域住民避難計画 鳥取県防災会議
・老いを楽しく手なずけよう 吉永　みち子 ・うき雲のよもやま話 森　徹士

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　 ☎ 82-6860　IP ☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日 【開館時間】10:00 ～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間 【貸出冊数と期間】１人 10 冊まで、２週間

マスクの着用・消毒・検温にご協力くださいマスクの着用・消毒・検温にご協力ください

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

■は休館日

12 月 の 予 定

●乳幼児対象読み聞かせ    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】12 月 15 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●脳を元気にしよう「音読教室」  （情報館館長）

【日時】12 月 16 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

※ 年末年始休館　12月29日（木）～1月3日（火）

糸白見蛇切渕傳説　ミイラ展糸白見蛇切渕傳説　ミイラ展
～今、 蘇る伝説の大蛇～～今、 蘇る伝説の大蛇～

期間　令和 4 年 11 月 29 日（火）～ 12 月 28 日（水）
場所　情報館ブラウジングコーナー

令和 4 年 12 月 11 日（日）　14 時～

ギャラリートーク　「 若桜町の蛇伝説 」
講師 ： 山根 幹博 氏（若桜町誌編纂委員）

　若桜町に伝わる「蛇切渕」に登場する大蛇のミイラ
を展示します。
　詳細は折込チラシをご覧ください。
　46 年ぶりの一般公開です。ぜひご覧ください。

・参加無料（定員 20 名）
・要申込（12/8（木）まで）

参加を希望される方は
お電話にて情報館へ
お申し込みください。
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くらしの情報

お
知
ら
せ

連
合
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

～
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
あ
な
た
の
働
き
方
は
大
丈
夫
？
～

を
開
設
し
ま
す

　
安
心
し
て
働
い
て
い
ま
す
か
？
連
合
は
「
労
働
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

働
く
み
な
さ
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
や
心
配
事
の
解
決
に
向

け
、
相
談
員
が
秘
密
厳
守
で
お
こ
た
え
し
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】

　
12
月
８
日
（
木
）、
９
日
（
金
）
10
時
～
19
時

【
相
談
番
号
】

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
（
１い
こ
う
よ
５
４
）
０れ
ん
ご
う
に

５
２

※
携
帯
電
話
か
ら
で
も
か
け
ら
れ
ま
す
。

※�

右
記
以
外
に
も
通
年
的
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

24
時
間
３
６
５
日�

自
動
応
答
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ポ
ッ
ト

「
ゆ
に
ボ
（
15
言
語
に
対
応
）」
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
連
合　
ゆ
に
ボ
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
連
合
鳥
取

　
☎
０
８
５
７（
26
）６
６
０
５

催　
　

し

た
く
み
の
館
企
画
展

「
た
く
み
の
館
所
蔵
品
展
Ⅳ

  

日
本
画
・
書
道
の
部
」

　
た
く
み
の
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か

ら
、
水
彩
画
や
墨
彩
画
な
ど
の
日
本
画
及
び
書
道
を
展

示
す
る
「
た
く
み
の
館
所
蔵
展
第
４
弾　
日
本
画
・
書

道
の
部
」
を
開
催
し
ま
す
。
若
桜
出
身
の
方
や
若
桜
を

題
材
に
し
た
も
の
等
若
桜
町
に
縁
の
あ
る
作
品
を
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
会　
場
】
若
桜
郷
土
文
化
の
里　
た
く
み
の
館

　
　
　　
　
（
入
場
無
料
）

【
期　
間
】�

令
和
４
年
12
月
24
日
（
土
）
～
令
和
５
年

１
月
22
日
（
日
）
９
時
～
17
時

【
休
館
日
】�

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
、
そ

の
翌
日
）

　
　
　　
　

�

年
末
年
始
（
令
和
４
年
12
月
29
日
～
令
和

５
年
１
月
３
日
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

た
く
み
の
館

　
☎（
82
）０
５
８
３　
IP
☎
9（
82
）０
５
８
３ ▲�「秋彩」大久保徹哉氏 ▲�「千文字」

　山本欣和氏

４
０
０
㎖
献
血
を
実
施
し
ま
す

　
輸
血
用
血
液
の
確
保
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
実
施
日
】
令
和
４
年
12
月
16
日
（
金
）

時　
間

場　
所

13
時
～
15
時

若
桜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

16
時
～
17
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ド
リ
ー
ミ
ー
前

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
課

　
☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
9（
82
）２
２
３
３

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）へ

加
入
し
ま
せ
ん
か

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
方

の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
従
事
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き
に
林
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全

体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○�

掛
金
は
、
法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経

費
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
郡
家
警
察
署

　
☎（
72
）０
１
１
０

郡家署

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
で
事
故
を
起
こ
せ
ば
自
分
自
身
が
刑
事

罰
、
行
政
処
分
等
の
責
任
を
負
う
だ
け
で
な
く
、
被
害

者
や
そ
の
家
族
な
ど
の
一
生
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。　

　
飲
酒
運
転
は
悪
質
危
険
な
犯
罪
で
す
。

　
飲
酒
運
転
を
し
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
酒
運
転
を
し

た
者
に
車
を
提
供
し
た
人
、
酒
類
を
提
供
し
た
人
、
車

両
に
同
乗
し
た
人
に
も
厳
し
い
刑
事
罰
、
行
政
処
分
が

科
さ
れ
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
を
「
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

飲
酒
を
伴
う
会
合
等
に
は
車
を
使
用
せ
ず
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

自
動
車
で
同
僚
、
友
人
等
と
飲
食
店
等
へ
行
く
場
合

に
は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、
そ
の
人
が
、

飲
食
後
に
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
「
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

飲
酒
し
た
翌
日
に
も
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
二
日
酔
い
等
に
よ
る
飲
酒
運
転
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。
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くらしの情報

相　
　

談

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７（
24
）２
７
４
４

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
５
７（
24
）７
０
２
４

12
月
3
日
か
ら
9
日
は

「
障
害
者
週
間
」で
す

鳥
取
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
に
よ
る「
無
料
法
律
相
談
会
」

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、「
障
害
者
基
本
法
」
に
基
づ
き
、

国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
社
会
、

経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
・
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
尊

重
さ
れ
、理
解
し
あ
い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
共

生
社
会
」
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

行
政
書
士
無
料
相
談

【
日　
時
】
①
12
月
10
日
（
土
）
10
時
～
15
時

　
　
　　
　
※
要
予
約
（
１
人
30
分
程
度
）

　
　
　　
　
②
１
月
15
日
（
日
）
10
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　　
　
※
要
予
約

【
場　
所
】
①
鳥
取
市
立
中
央
図
書
館　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　　
　
②
鳥
取
市
立
用
瀬
図
書
館　
３
階
お
は
な
し
の
部
屋

【
日　
時
】
12
月
20
日
（
火
）
16
時
～
18
時

　
　　
　
　
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

【
場　
所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階
小
研
修
室

【
内　
容
】
相
続
、
不
動
産
登
記
、
会
社
・
法
人
登
記
、

　
　　
　
　
成
年
後
見
、
多
重
債
務
な
ど

※�

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
東
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
〒
６
８
０
ー
０
８
４
５

　
鳥
取
市
富
安
２
丁
目
１
０
４
ー
2　
さ
ざ
ん
か
会
館
内

　
☎
０
８
５
７（
32
）６
０
７
０

　

０
８
５
７（
32
）６
０
７
１

詳
し
い
利
用
方
法
や
手
続
き
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

聴
覚
障
が
い
者
用
情
報
機
器
貸
出
事
業

　
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
意
思
疎
通
支
援

の
た
め
の
情
報
機
器
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ー
ン
）
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
利
用
対
象
】

①�

身
体
障
害
者
手
帳
（
聴
覚
）
の
交
付
を
受
け
た
県
内

在
住
の
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
個
人

②�

県
内
の
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
関
係
団

体
・
学
校
教
育
法
に
定
め
る
学
校
・
官
公
庁
・
福
祉

関
係
団
体
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
そ
の
他
管
理

者
が
認
め
た
も
の
。

（
①
②
と
も
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。）

【
利
用
料
】
無
料

【
利
用
期
間
】
１
週
間
以
内

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

�

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
９

　

https://w
w
w
.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

○�
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を
通

算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
以
前
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
、
そ
の
当
時
林
退
共

制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き

を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
へ

○�

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
思
い
当
た
る
方
は
、
最
寄
り
の
支
部
ま

た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
様
へ

・�

共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者
が
林
業
界
を
引

退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ

う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
連
絡
先
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
内　
容
】�

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
転
用
、

　
　
　　
　
許
認
可
申
請
、
契
約
な
ど

外
国
人
無
料
相
談
（
英
語
・
中
国
語
対
応
可
）

【
日　
時
】
12
月
14
日
（
水
）
10
時
～
12
時

　
　
　　
　
※
要
予
約

【
場　
所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階

【
内　
容
】�

在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の
こ
と
、

そ
の
他
（
日
本
人
の
相
談
も
可
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
利
用
方
法
】

　
利
用
登
録
後
、「
情
報
機
器
借
用
申
込
書
」
を
最
寄
り

の
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
利
用
１
週
間
前
ま
で
に
提
出
）
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くらしの情報

【有料広告の掲載に関するお問い合わせ】
企画政策課　☎ 82-2231�IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告

※�

各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
頂
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
上
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

〈
12
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

【
教
室
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば（
鳥
取
市
伏
野
２
２
２
０
）

　
　
☎
０
８
５
７（
59
）６
０
２
６

　
　
開
館
時
間　
10
時
～
16
時

　
　
休　
館　
日　

�

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
年
末
年
始　
令
和
４
年
12
月
29
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
令
和
５
年
１
月
３
日（
火
）

　
　
参
加
申
込　

�

12
月
1
日（
木
）よ
り
受
付（
先
着
順
）

内　容 日　時 定員 費用

裂き織り
12月８日（木）
10：00～11：30
13：30～15：00

３人
３人

実費

マイバッグ
（ショルダー）

12月13日（火）
10：00～15：00 ５人 無料

木工
（干支の置物
うさぎ）

12月16日（金）
10：00～12：00 ５人 100円

クリスマスオブジェ
（木の実を使って）

12月20日（火）
10：00～12：00 ６人 100円

ミニ門松作り
（孟宗竹を
使って）

12月27日（火）
10：00～12：00 ５人 200円

戸
窓
口

籍 の

※
11
月
７
日
届
出
分
ま
で

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
か
ま
つ
団
地　

植
嶋　

珠み
よ
り依

ち
ゃ
ん

�

初
紀
さ
ん
・
夏
美
さ
ん
の
女
の
子

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

下　

町　

中
井
ふ
み
子
さ
ん�

94
歳

諸　

鹿　

垣
谷
八

子
さ
ん�

93
歳

岸　

野　

森
本　

寛
子
さ
ん�

90
歳

新　

町　

大
石　

悅
子
さ
ん�

86
歳

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

※
戸
籍
の
窓
口
は
ご
家
族
の
同
意
を
い
た

　

だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

若
桜
迎
賓
館
の
閉
館
に
つ
い
て

若
桜
迎
賓
館
の
閉
館
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
若
桜
迎
賓
館
（
中
尾
邸
）
を
閉
館
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
尾
邸
は
国
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
地
区
内
（
西

町
）
に
あ
り
、
若
桜
宿
の
伝
統
的
な
町
家
と
は
異
な

る
建
築
様
式
で
は
あ
り
ま
す
が
、
材
木
商
と
し
て
栄

え
た
大
正
期
の
近
代
和
風
建
築
の
特
色
を
有
し
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
当
時
の
所
有
者
で
あ
っ
た
中
尾
和

子
氏
・
惠
之
輔
氏
の
ご
厚
情
に
よ
り
、
町
が
10
年
間

無
償
で
借
受
け
、
平
成
28
年
11
月
に
若
桜
迎
賓
館
と

し
て
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
町
へ
来
ら
れ
た
来
賓
を
お
迎
え
し
た
り
、

県
内
外
か
ら
来
ら
れ
る
観
光
客
を
受
入
し
、
ま
た
、

町
民
の
皆
様
の
文
化
活
動
や
各
種
会
合
に
も
ご
利
用

い
た
だ
く
な
ど
、
ご
活
用
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
2
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
利
用
の
激
減
も
あ
り
、

思
う
よ
う
な
活
用
が
図
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
途
中
、
中
尾
邸
の
所
有
者
が
変
わ
ら
れ
、

新
た
に
厳
し
い
利
用
制
限
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
施
設

を
活
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

所
有
者
と
の
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
維

持
管
理
費
等
も
勘
案
し
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

11
月
4
日
を
も
っ
て
契
約
を
解
除
し
、
所
有
者
へ
お

返
し
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
契
約
の
解
除
に
伴
う
補

償
交
渉
を
弁
護
士
に
委
任
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
開
館
中
に
何
か
と
ご
不
便
を

お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

こ
の
度
、
施
設
を
閉
館
す
る
こ
と
に
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
経
済
産
業
課
）

2525 広報わかさ2022年12月号広報わかさ2022年12月号



12 
2022

発
行
日 
令
和
４
年
11
月
25
日

｜
編
集
・
発
行
｜ 

若
桜
町
役
場
企
画
政
策
課

〒
6
8
0-

0
7
9
2 

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
大
字
若
桜
8
0
1-

5

T
E
L 

0
8
5
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）2
2
3
１

F
A
X 

0
8
5
8（
82
）0
1
3
4

再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,285世帯（＋2）

2,858（－10）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和4年11月１日現在）

男：１，369（－4）
女：１，489（－6）

世帯
人口

12月の税金・保険料

［納期限］ 12月 26日（月）

国民健康保険税（普通徴収）（第４期）
介護保険料（普通徴収）（第４期）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）（第３期）

※たばこは若桜町内でお買い求めください。
   （若桜町の税収となります）

　この時期の若桜の紅葉
は本当に綺麗です。コロナ
禍で県外に行きづらいな
か、ちょっと旅行に行けた
気分にしてくれる景色です。
雨のおかげで色が澄んで今
の時期の紅葉が1番です
ね。

（川上　祥平さん）

みんなのフォトリレー
 第21回
みんなのフォトリレー
 第21回

お気に入り紅葉スポット、若桜神社お気に入り紅葉スポット、若桜神社

わかさこども園
幼年消防クラブ
わかさこども園
幼年消防クラブ

2022年
12 月号

日　付 行事名 時　間 場　所

12/ 6 (火)
消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
人権相談 9：00～11：30 ドリーミー

12/ 8 (木) 障がい者相談 9：30～12：00 ドリーミー
12/ 9 (金) 池田がんばる教室 13：30～14：30 池田分館
12/11(日) 卓球大会 8：30～12：00 第１町民体育館

12/13(火)
消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
行政相談 9：00～11：00 ドリーミー
法律相談 13：30～16：00 ドリーミー

12/17(土) わかさ氷ノ山スキー場開き 9：00～ 樹氷スノーピア ゲレンデ
12/20(火） 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

12/23(金）
わかさ健康測定会 10：00～11：30 保健センター
わかさがんばる教室 13：30～14：30 保健センター

12/27(火) 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

みんなで乗ろうみんなで乗ろう
 若桜鉄道 若桜鉄道

※新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽予定が変更になる場合があります。
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